
７
月
補
正
は
、
一
般
会

計
に
４
億
５
９
９
２
万
８

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
３
１
億
２
７
５
９

万
４
千
円
と
し
ま
す
。

そ
の
概
要
を
次
の
通
り

で
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
３
千
円
12

万
セ
ッ
ト
発
行

○
物
価
高
騰
対
策
消
費
喚

起
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
３
億

６
０
０
６
万
６
千
円
は
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
ク
ー
ポ
ン
券
（
買
物

割
引
券
）
の
発
行
に
よ
り

消
費
を
喚
起
し
、
市
内
中

小
事
業
者
の
売
上
拡
大
を

図
る
も
の
で
す
。

７
日
の
市
議
会
議
員
全

員
説
明
会
で
は
、
希
望
者

か
ら
応
募
を
受
け
付
け
て

配
布
す
る
案
で
し
た
が
、

坂
本
昌
栄
議
員
を
始
め
多

く
の
議
員
か
ら
「
全
世
帯

に
配
布
す
る
べ
き
」
と
の

意
見
が
続
出
し
、
改
め
て

全
市
民
に
配
布
す
る
案
で

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

発
行
セ
ッ
ト
数
は
、
当

初
の
６
万
セ
ッ
ト
か
ら
、

万
セ
ッ
ト
に
倍
増
し
て

12い
ま
す
。

①
対
象
事
業
者
は
、
市
内

の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
店
舗
（
大
手
チ
ェ
ー
ン

店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

等
は
対
象
外
）

②
ク
ー
ポ
ン
券
の
内
容

は
、
１
セ
ッ
ト
３
０
０
０

円
（
５
０
０
円×

６
枚
分
）

の
紙
版
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
（
内
訳
：
飲
食
券
３
枚
、

共
通
券
３
枚
）

支
払
い
は
、
支
払
１
０

０
０
円
ご
と
に
１
枚
（
５

０
０
円
）
の
ク
ー
ポ
ン
券

利
用
が
可
能

③
配
布
方
法
は
、
全
市
民

に
ク
ー
ポ
ン
券
１
セ
ッ
ト

を
送
付

④
発
行
金
額
は
３
億
６
０

０
０
万
円
（
３
０
０
０
円

×

万
セ
ッ
ト
）

12
⑤
連
携
事
業
補
助
は
、
利

用
期
間
中
に
商
店
街
等
複

数
の
事
業
者
が
連
携
し
て

行
う
誘
客
事
業
に
対
し
て

補
助
を
行
う
。

５
～
９
事
業
者
の
連
携

体
：

万
円
以
内
（

20

20

団
体
）事

業
者
以
上
の
連
携

10
体
：

万
円
以
内
（
４

50

団
体
）

⑥
財
源
は
、
県
の
「
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
等
物
価
高
騰
対
策
・

地
域
経
済
活
性
化
支
援
事

業
費
補
助
金
１
億
７
８
１

４
万
７
千
円
と
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
５
４
１
８

万
円
、
市
一
般
財
源
（
繰

越
金
）
１
億
７
４
８
８
万

４
千
円

⑦
利
用
期
間
は
、
令
和
５

年

月
中
旬
～

月

10

12

⑧
実
施
体
制
は
、
鶴
岡
商

工
会
議
所
、出
羽
商
工
会
、

鶴
岡
市
金
融
協
会
、
鶴
岡

市
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
ま
す
。

飼
料
高
騰
緊
急
支
援

は
単
価
見
直
し

○
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
支

援
事
業
（
県
協
調
）
４
０

８
０
万
円
は
、
畜
種
ご
と

に
単
価×

飼
養
頭
羽
数

（
上
限
１
０
０
万
円
）
を

補
助
し
ま
す
。

昨
年
７
月
と

月
臨
時

10

会
、
３
月
補
正
に
続
き
４

回
目
で
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ࠣ
ଦ
ˡ
̇
ν
ƙ
ڃ
࠙
�
ߥ
ଆ
܅
ڻ

働
き
や
す

い
環
境
（
室

温
約

℃
22

設
定
）
な

ど
の
メ
リ

ッ
ト
の
あ

る
室
内
水

耕
栽
培
を

お
こ
な
い
、

昨
年
９
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
工
賃
２
１
７
０
０
円
を
確
保
と
の

こ
と
（
Ｒ
３
年
度
全
国
平
均
１
６
５
０

７
円
、
県
１
２
９
４
３
７
円
）
。
⑤
他

に
、
最
上
地
区
の
「
地
域
づ
く
り
応
援

団
：
キ
ラ
ッ
と
Ｏ
～
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
」
。
県

立
新
庄
病
院
。
慶
応
先
端
研
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
ホ
ー
ム
（
酒
田

市
）
を
視
察
。
今
後
の
委
員
会
審
査
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。
▽
山
形
県
身
体

障
が
い
者
福
祉
大
会
に
来
賓
と
し
て
出

席
。
長
年
の
功
績
に
よ
っ
て
県
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
鶴
岡
市
身
障
者
協
会

会
長
の
佐
藤
満
子
氏
に
拍
手
。

（
県
議

関

徹
）

▽
７
月

（
火
）
、
羽
黒
の
奥
井
坊
を

18

会
場
に
お
こ
な
わ
れ
た
山
形
県
農
民
連

税
金
学
習
会
で
挨
拶
。
▽

（
水
）
～

19

（
金
）
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
県
内

21視
察
（
最
上
・
庄
内
地
区
）
。
①
町
立

真
室
川
病
院
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
モ
デ

ル
事
業
」
。
医
師
不
足
と
交
通
不
便
地

域
で
の
努
力
。
②
サ
ミ
ッ
ト
酒
田
パ
ワ

ー
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
。
県
内
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
８
カ
所
で
出
力
合

計

・
８
㎿
の
と
こ
ろ
、
サ
ミ
ッ
ト
１

28
社
で

㎿
と
巨
大
。
燃
料
の
半
分
は
輸

50

入
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
石
炭
と
な
っ
て

い
て
、
私
は
地
球
温
暖
化
対
策
上
問
題

が
あ
る
こ
と
を
議
会
で
指
摘
。
③
酒
田

港
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
セ
ン
タ
ー
。
汚
染

土
壌
の
浄
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
特

徴
あ
る
事
業
を
お
こ
な
う
第
３
セ
ク
タ

ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
国
が
土
壌

汚
染
処
理
の
規
制
緩
和
を
進
め
て
き
た

た
め
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
縮
小
が
続

く
。
④
障
が
い
者
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
施
設
「
す
こ
や
か
ワ
ク
ワ
ー
ク
」

（
酒
田
市
。
下
の
写
真
）
。
無
農
薬
、

NO.２３５７
２０２３．７．３０

編集発行
日本共産党鶴岡市議団

鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

無料生活相談所

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

日
開
か
れ
る
鶴
岡
市
議
会
７
月
臨
時
会
の
提
出
議

28
案
が

日
、
議
会
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

21
議
案
は
１
件
の
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で

で
、
原
油
価
格
物
価
高
騰
等
対
策
関
連
の
補
正
で
す
。

二
〇
二
三
年
七
月

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団



日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
は

日
、
豪
雨
災
害
対

20

策
の
観
点
か
ら
、
「
農
業

用
た
め
池
」
や
「
河
川
」

等
、
灌
漑
・
治
水
施
設
の

維
持
や
管
理
状
況
に
つ
い

て
、
鶴
岡
と
酒
田
の
現
地

調
査
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。か

つ
て
国
土
交
通
省
の

職
員
の
経
歴
を
持
つ
市
民

か
ら
案
内
し
て
い
た
だ

き
、
専
門
家
の
立
場
で
助

言
を
頂
き
ま
し
た
。

大
山
地
区
の
馬
町
に
あ

る
「
た
め
池
」
で
は
、
沢

な
ど
か
ら
流
入
す
る
水

が
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
一

定
の
貯
水
量
を
超
え
た
場

合
に
、
排
水
調
整
機
能
と

し
て
洪
水
吐
（
余
水
吐
き

口
）
が
あ
り
ま
す
。

洪
水
吐
の
大
き
さ
は
十

分
で
は
な
く
、
た
め
池
の

堤
体
の
法
面
か
ら
は
漏
水

し
、
水
が
滲
み
て
流
れ
て

い
る
状
況
で
、
将
来
法
面

の
崩
れ
の
心
配
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

櫛
引
地
区
の
た
ら
の
き

代
の
上
に
あ
る
「
た
め
池
」

で
は
、
堤
体
の
維
持
管
理

状
況
を
視
察
調
査
し
ま
し

た
。酒

田
市
の
旧
平
田
町
地

内
で
の
３

つ
の
「
た

め
池
」
を

視
察
し
、

現
在
県
事

業
と
し
て

行
わ
れ
て

い
る
改
修

工
事
現
場

を
視
察
し

ま
し
た
。

県
事
業

で
堤
体
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平

成
３
年
に
改
修
さ
れ
た
も

の
や
、
昨
年
改
修
が
完
了

し
た
も
の
で
も
、
余
水
吐

き
口
が
広
く
整
備
さ
れ
、

機
能
維
持
と
防
災
機
能
が

果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

実
感
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
市
内
で
は
、
内
川

の
分
水
と
取
入
口
の
状
況

や
、
水
の
流
れ
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

案
内
し
て
い
た
だ
い
た

市
民
か
ら
は
、「
た
め
池
」

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

防
災
の
視
点
か
ら
、
行
政

の
関
与
と
維
持
管
理
の
必

要
性
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。報

道
に
よ
れ
ば
、
「
６

月
下
旬
か
ら
の
大
雨
に
よ

り
、
農
業
用
に
作
ら
れ
た

「
た
め
池
」
が
秋
田
県
内

２
か
所
を
含
み
、
少
な
く

と
も
全
国
の
７
か
所
で
決

壊
し
た
」と
の
こ
と
で
す
。

「
住
宅
が
浸
水
す
る
な

ど
の
被
害
は
な
い
が
、
過

去
に
は
住
宅
が
浸
水
す
る

被
害
も
起
き
て
お
り
、
国

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
リ
ス
ク
を
確
認
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
で
は
今
回
の

調
査
を
踏
ま
え
、
気
候
危

機
の
も
と
で
、
た
め
池
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
へ
提
言
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月20日入札分

・ゆうあいプラザかたぐるま総合防災盤更新工事
（ほなみ町3-2）（入札7業者うち1業者辞退）
荘内防災工業(株)鶴岡営業所 2,580,000円（2,640,
000円）工期～11/2（落札率97.73％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月20日入札分

・都市計画道路3・4・19号山王町本町線歩道設置工
事（本町一丁目地内）（入札2業者うち1業者辞退）
(株)佐藤工務 28,800,000円（28,910,000円）

工期～6/1/26（落札率99.62％）
・市道水沢２号線道路改良工事（水沢地内）（入札5
業者うち2業者辞退）
(株)鈴木工務店 53,500,000円（53,910,000円）

工期～6/3/22（落札率99.24％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月19日入札分

・市公共下水道事業 汚水2E057号路面復旧工事（大
宝寺地内）（入札3業者）
(株)東北ペーブ2,250,000円（2,300,000円）

工期～9/29（落札率97.83％）
7月18日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区管路施設62号新設工事
（三瀬地内）（入札10業者うち1業者辞退）
ユーワ(株) 15,000,000円（15,480,000円）

工期～11/30（落札率96.90％）

が
目
的
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
回
見
直
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

○
農
業
水
利
施
設
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
（
県
協

調
）
１
１
５
８
万
５
千
円

は
、
土
地
改
良
区
の
農
業

水
利
施
設
の
電
気
料
の
負

担
増
に
係
る
補
助
金
で

す
。令

和
５
年
４
月
か
ら
10

月
ま
で
の
う
ち
、
負
担
増

の
２
分
の
１
が
補
助
さ
れ

ま
す
が
、
上
限
は
単
価
の

差
額
が
令
和
３
年
同
月
実

績
の

％
、
使
用
量
の
上

30

限
は
令
和
３
年
同
月
実
績

で
す
。

○
内
水
面
漁
業
物
価
高
騰

対
策
事
業
（
県
協
調
）
33

万
２
千
円
は
、
赤
川
鮭
漁

業
生
産
組
合
が
行
う
放
流

用
ア
ユ
生
産
の
飼
料
価
格

及
び
電
気
料
の
負
担
増
に

係
る
補
助
金
で
す
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
６

月
ま
で
の
期
間
で
、
令
和

３
年
同
月
と
の
差
額
の
２

分
の
１
を
補
助
し
、
上
限

は
単
価
の
差
額
が
令
和
３

年
同
月
実
績
の

％
、
使

30

用
量
の
上
限
は
令
和
３
年

同
月
実
績
で
す
。

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業

応
援
補
助
金
」
増
額

○
中
小
企
業
成
長
促
進
事

業
（
市
単
）
４
７
１
４
万

５
千
円
は
、
令
和
５
年
度

に
創
設
し
た
「
が
ん
ば
る

中
小
企
業
応
援
事
業
補
助

金
」
に
不
足
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
増
額
補
正
し
ま

す
。事

業
採
択
見
込
額
は
６

７
１
４
万
５
千
円
で
、
当

初
予
算
２
０
０
０
万
円
の

不
足
額
を
補
正
し
ま
す
。

同
事
業
は
、
中
小
企
業

等
が
行
う
積
極
的
な
生
産

性
向
上
・
新
製
品
開
発
・

新
分
野
展
開
等
の
取
組
を

支
援
す
る
目
的
で
、
補
助

率
は
３
分
の
２
以
内
、
上

限
が
２
０
０
万
円
、
３
者

以
上
で
連
携
す
る
新
事
業

連
携
創
出
事
業
は
、
４
分

の
３
以
内
、
上
限
４
０
０

万
円
で
す
。

申
請
状
況
等
は
、
募
集

期
間
が
５
月
１
日
か
ら
５

月

日
ま
で
と
な
っ
て
お

31
り
、
申
請
受
付
は

件
８

67

８
１
８
万
６
千
円
、
外
部

審
査
後
の
採
択
見
込
は
43

件
６
７
１
４
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
４
割
近
く

が
審
査
で
外
さ
れ
る
状
況

で
す
。

物
価
高
騰
下
に
お
け
る

事
業
者
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
予
算
額
は
十
分
な
の

か
、
検
証
が
必
要
で
す
。

大山地区馬町にある「ため池」では堤体の法

面から漏水を確認

（
１
面
の
つ
づ
き
）

第
１
四
半
期
、
第
２
四
半

期
で
そ
れ
ぞ
れ
単
価
を
定

め
、
四
半
期
ご
と
に
支
援

し
、
上
限
は
各
四
半
期
に

つ
き
１
事
業
者
１
０
０
万

円
で
す
。

単
価
は
繁
殖
牛
（
前
回

３
０
０
０
円
）
が
、
第
１

四
半
期
２
１
０
０
円
、
第

２
四
半
期
１
４
０
０
円
、

肥
育
牛
（
同
７
０
０
０

円
）
が
、
同
じ
く
４
４
０

０
円
、
２
９
０
０
円
、

乳
牛
（
同
９
０
０
０
円
）

が
、
５
４
０
０
円
、
３
５

０
０
円
、

豚
（
同
２
０
０
０
円
）

が
、
１
２
０
０
円
、
８
０

０
円
、

鶏
（
同
１
０
０
円
）
が

円
、

円
で
す
。

60

40

補
助
単
価
の
見
直
し

は
、
令
和
５
年
１
月
以
降
、

配
合
飼
料
価
格
が
値
下
が

り
傾
向
に
あ
り
、
急
激
な

高
騰
に
対
す
る
緊
急
支
援


